
芦屋市における大規模建築物などの景観協議に基づく「景観への配慮方針」 
 

芦屋市都市景観審議会部会（芦屋市都市景観アドバイザー会議）  
 
 
芦屋市では，2009年７月より景観地区による良好な景観形成をめざしています。 

そのなかで大規模建築物等については，認定申請に先立ち建築主のみなさんに専門家によって構成さ

れている都市景観アドバイザー会議での景観協議を求め，そこでの協議を認定申請書類の１つである景

観への配慮方針に関する見解書の作成に役立てて頂きたいと考えています。（手続きフローについては図

１参照） 

都市景観アドバイザー会議での景観協議に基づく「景観への配慮方針」は，計画地ごとの基準の考え

方を公開するものであり，芦屋市景観認定審査会が判断の根拠とできるような具体性と，事業者が市の

考え方が理解しやすいよう，以下の３項目についてまとめています。 

□ 計画地周辺のまちなみ 

□ 形態意匠の制限（基準）を読み解くときに配慮すべき計画地周辺の景観特性 

□ 計画地周辺の景観特性に基づく形態意匠の制限（基準）の考え方 

 ただし，景観は要素項目に分解して基準を理解すれば良くなるというものではなく，多くの配慮事項

は複数の項目に関わることに留意し，建築計画として総合的にデザイン的に解決すべきものであること

は指摘をしておきます。 

 この「景観への配慮方針」は，特定の建築等の計画に対する指示ではありません。計画地で建築や開

発等を行うときに誰もが景観上配慮すべきことをまとめたものです。 

 「景観への配慮方針」は，地域環境の読み方を地域のみなさんと共有していくためのツールであり，

これからの住まいづくりや開発だけでなく，日頃の住まいのメンテナンスや庭づくり，店づくりなどに

おいても活かして頂きたいと考えております。 

 
（図１） 
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海洋町3番，4番の各一部 飲食店 

□ 計画地周辺のまちなみ 

埋立てにより整備された南芦屋浜（潮芦屋）地区は，既成市街地から離れ，海辺の新たな住宅地環

境を育てていこうとしており，無電柱化により空の広がりが感じられる通り景観の創出が図られてい

る地区である。兵庫県企業庁が土地分譲を行う南芦屋浜地区のビジョンは「潮芦屋プラン」に示され，

当該計画地が位置している「センターゾーン」では，マリーナを活かした土地利用が図られていると

ともに，地区計画を活用した漸進的な開発の調整を行っているところである。 

また，芦屋市都市景観条例に基づく「景観形成地区」に指定され，計画地は「センター地区」に位

置しており，多様な生活と都市活動を支援する商業施設や公益施設，文化施設等が集中する地区であ

る。南芦屋浜地区全体の顔として賑わいと落ちつきのある街並みの形成に努める，といった方針が定

められており，緑のモールや隣接するマリーナ地区との調和・関係性に配慮し，建築計画とそれらを

一体的にデザインすることによって，緑や水辺空間の連続性や地域の賑わいが醸し出される空間性を

創造していくことが求められている地区である。 

 

＜ 計画地の基本条件 ＞ 

計画地は，西側で市道海洋3号線（幅員約16ｍ）に接道しており，当該市道は計画地に接している

部分で，ロータリー状に整備されている。 

市道を挟んだ西側には複数の店舗からなる商業施設があり，多くの地域住民に利用されている。南，

東側はマリーナ水域に面しており，係留施設が整備されている。北側は駐車場，空き地となっている。

空き地部分の将来の土地利用については，エステ・スパの事業化に向けた検討がされている場所であ

る。 

 

□ 形態意匠の制限（基準）を読み解くときに配慮すべき周辺環境の特徴 

１ 位置・規模 

 ＊ 芦屋の地形的特徴が現れる風景を構成する山と海は重要な景観資源である。この山と海を意識す

る大きな風景構造への配慮は，南芦屋浜の景観形成上の基本である。 

 ＊ 計画地東側は海に面し，水辺の大部分に係留施設が整備されている。地域の風景の特徴づける海

の見え方および海からの見え方が意識される場所である。 

（１ 芦屋の景観を特徴づける山・海などへの眺めを損ねない配置，規模及び形態とすること。） 

＊ 南芦屋浜地区には，高層の共同住宅等が建設されているが，計画地の位置するセンター地区にあ

る建築物は，平屋の商業施設や２階建てのスポーツクラブとなっており,中低層の建築物で構成され

る地域となっている。 

＊ 計画地周辺には，戸建て住宅の地域もあることから，賑わいの中にも落ち着きのある住宅地との

調和に配慮された景観の形成が望まれているところであり，心地よい歩行者空間形成に寄与する計

画が求められる。 

（３ 周辺の景観と調和した建築スケールとし，通りや周辺との連続性を維持し，形成するような配

置，規模及び形態とすること。） 

 

 



２ 屋根・壁面 

＊ 海と空の広がりが感じられる場所であり，この海と空の青の広がりがまちなみ（建物群）の背景

となっていることが意識される。 

＊ 近接する商業施設を訪れる車が前面道路のロータリー部分を通行するため，車の通行量が多く，

また歩道からの歩行者や来街者についても，視認性が高い場所となっている。 

（１ 主要な材料は，周辺の景観との調和に配慮し，見苦しくならないものを用いること。） 

（２ 壁面の意匠は，周辺の景観と調和するように，見えがかり上のボリューム感を軽減すること。) 

 

３ 通り外観 

＊ 計画地の前面道路は交通量が多く，非常に視認されやすい場所となっているため，通りに対して

表情豊かな景観の創出が求められる。 

＊ 道路空間にある植樹帯は街路樹がなく，貧弱なものとなっており，官民の協働による南芦屋浜地

区全体の顔として相応しい，賑わいと落ち着きのある町並みの形成に向けた取り組みが求められる。 

＊ 計画地の東，南側は，海に面しており，海沿いに公開された連続性のある遊歩道が整備され，広

がりを感じられる空間になっている。 

（１ 前面空地，エントランス周り，駐車場アプローチなどの接道部は，建築物と一体的に配置し，

及びしつらえるとともに，材料の工夫を行い，落ち着きのある外観意匠とすること。） 

（５ 建築物が街角に立つ場合には，街角を意識した意匠とすること。） 

 

 ※ （ ）内は，関係する形態意匠の制限を示す。 

 

□ 計画地周辺の景観特性に基づく形態意匠の制限（基準）の考え方 

１ 位置・規模 

 ＊ 周辺建物や海，歩行者空間などの周辺の景観構成要素との関係性，連続性を考慮し，圧迫感を与

えないような前面道路からの見え方に配慮された位置，規模とすること。 

   特に増改築を計画する場合には，既存建物との機能的合理性にもとづく配置の調整とともに、水

辺につながる歩行者空間の開放性の確保を考えた位置・規模となることが必要である。 

 

２ 屋根・壁面 

＊ 商業地域であることや計画する機能に応じたデザインのあり方を前提として，材料や意匠につい

て計画する建築物と既にある建築物とのバランスに注意すること。また、海に面する場所の特性を

活かし，海と空を背景とする壁面・屋根の構成への配慮が必要である。 

＊ 商業地域であることから来街者から見られることを意識し，壁面の意匠や材料などに変化をつけ

る等の工夫により単調な壁面が現れることを避け，見えがかりのボリュームや圧迫感の軽減を図る

こと。 

 

３ 通り外観 

＊ 商業施設は不特定多数の来街者を想定する場所であり，計画地周辺は現状ではまだ十分整備が進

んでいないが，これからの開発に対して連続性を誘発するような公共空間と建築計画が一体となっ



た地区の景観づくりが必要である。 

このため，敷地際は用途によっては区切る必要がある場合でも，道路の樹木や植栽と敷地際の緑

や塀などのデザインを一体的にすることによる緩やかなつながりの演出とエントランスを特徴づけ

ることによる内外の意識をつくることなどの工夫が求められる。 

このためには，歩道の街路樹等，公共空間の管理についても総合的に調整，整備していくことが

必要である。 

＊ 近景・中景・遠景からの見え方において，特に西面については歩道の街路樹や舗装，既存建築物

との調和やつながりに配慮された計画とすること。 

＊ 通り外観とは，建築物の計画は、通りや周辺との関係において総合的に計画されるべきであるこ

とを意味する基準であり，特に商業地においては賑わいと落ち着きのある空間を創出する上で重要

である。マリーナ地区に近いところは，賑わいとリゾートをつなぐ位置にあり，海からの見え方・

水辺の連続性，商業地区の賑わいをつなぐように，塀のデザイン・緑の配置・建築物との関係を考

えた植栽計画・敷き際のデザインを行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



楠町93番地1 共同住宅 

□ 計画地周辺のまちなみ 

芦屋市のなかで，国道２号沿道は、交通量の多い幹線道路で、広域交通ネットワーク軸上にある。

沿道には多様な用途および規模の建物が立地しており，建て替え等の変化をとらえて広域幹線道路の

町並みづくりが求められている。沿道での開発では，歩行者及び車からの見通し景観や六甲山系を背

景とする眺めについての提案が求められる。 

 

＜ 計画地の基本条件 ＞ 

計画地は，国道２号に面する街区の南西角に位置し，国道沿道は第一種住居地域，その北側は第一

種中高層住居専用地域が指定されている。北側については第二種高度地区に指定され，建築物の高さ

の 高限度が 15ｍに規制されているが、 国道沿道は第三種高度地区のため，斜線制限はあるが 高

高さの制限はない。計画地の西側は宮川（幅員7.1ｍ）を挟んで県道45号（芦屋停車場線）（幅員16.2

ｍ）が南北に通り，南側で国道２号（幅員28.68ｍ）に接道している。 

計画地周辺には，中高層の共同住宅が多く建っているが，計画地に隣接するところには共同住宅（北

側・5階），交番（南側・1階），戸建て住宅（2～3階），ガソリンスタンドと様々な規模・用途の建物

が混在しており，国道沿道ではあるが，住宅地と隣接することを意識した景観形成上のバランスが求

められる。 

 

□ 形態意匠の制限（基準）を読み解くときに配慮すべき周辺環境の特徴 

１ 位置・規模 

 ＊ 計画地の南西角の交差点は、国道 2号に南からとりつく宮川地蔵通り（市道１６０号線）と宮川

沿いに北に向かう県道がずれて交差し変則な形態となっていることから、南からのアプローチにお

いて見通しの先がアイストップとなる。また，北へ向かって緩やかな登り勾配となるため，国道と

の交差点で視界が広がり，背景となる六甲山系が意識される場所でもあり，こうした場所の見え方

への配慮が求められるところである。 

 （１ 芦屋の景観を特徴づける山・海への眺めを損ねない配置，規模及び形態とすること。） 

＊ 国道沿道では既に用途や高さ・規模の異なる建築物が混在しており、計画地の周辺においても特

徴的な地域性は見出しにくいが、道路や交差点の形態による見え方、沿道の賑わいや隣接する住宅

地とのバランスなどから計画することが求められる場所である。 

（３ 周辺の景観と調和した建築スケールとし，通りや周辺との連続性を維持し，形成するような配

置，規模及び形態とすること。） 

 

２ 屋根・壁面 

 ＊ 計画地の周辺においては，既に様々な建築物が建ち並んでおり，統一感のある地域性は見受けら

れない。しかし、芦屋市景観形成基本計画において芦屋市における景観創造軸として位置付けられ

ている宮川と都市構造上の広域軸である国道２号が交差する場所であることから、その特性を十分

理解するとともに、空間を特徴づける交差点の形態や地形条件によって意識されるアイストップや

背景の山並みとの関係を計画において活かすことが求められる。特に大規模な開発においては，そ

のインパクトによって景観創造軸上のポイントとなる場所性（デザインの質・緑などの町並みへの



働きかけなど）をつくっていくことが求められる。 

（１ 主要な材料は，周辺の景観との調和に配慮し，見苦しくならないものを用いること。） 

＊ 計画地は南面，西面だけでなく，隣接して異なる高さの建物が建ち並ぶ東面についても視認され

るため，国道２号沿道の中・遠景としての見え方に配慮されたデザインとされることが望まれる。 

 （４ 側面や背面の意匠についても，周辺の景観と調和したものにすること。） 

 

３ 通り外観 

 ＊ 宮川が今後の景観整備が望まれる景観創造軸として位置付けられていることを認識し，宮川に面

する部分では，水空間と一体となった沿岸の修景に寄与することを意識した対応が求められる。  

（２ 十分な修景植栽を施すことにより，緑ゆたかな外観意匠とすること。） 
（３ 建築物に附属する塀，柵等の囲障は，植栽計画と一体となった意匠とすること。） 
＊ 国道２号に面する南側は，通りを歩く人々や，国道を通行する自動車に対して表情豊かなまちな

み景観を楽しんでもらえるよう，植栽や夜間の照明など通りに対して積極的に配慮し，街並み景観

に寄与する計画とすることが望まれる。 
＊交通量の多い交差点に位置するときには、敷地への出入りとの交錯への配慮など安全とデザインの

バランスが求められる。 

（１ 前面空地，エントランス周り，駐車場アプローチなどの接道部は，建築物と一体的に配置し，

及びしつらえるとともに，材料の工夫を行い，落ち着きのある外観意匠とすること。） 

（５ 建築物が街角に立つ場合には，街角を意識した意匠とすること。） 

 

 ※ （ ）内は，関係する形態意匠の制限を示す。 

 

□ 計画地周辺の景観特性に基づく形態意匠の制限（基準）の考え方 

１ 位置・規模 
＊ 道や交差点の形態による見え方、南からのアプローチにおいて見通しの先のアイストップとなる

ことを認識し，背景となる六甲山系への視線の抜け方に配慮した建ち並び景観の創出，配置・ボリ

ューム構成・意匠等にすること。また，隣接する住宅地とのバランスにも配慮した計画とすること。 

 

２ 屋根・壁面 
 ＊ 景観整備が望まれる景観創造軸である宮川の景観整備に寄与する役割を認識し，景観の向上に資

するデザイン，仕様とすること。 

＊ 計画地は南面，西面だけでなく，隣接して異なる高さの建物が建ち並ぶ東面についても視認され

るため，国道２号沿道の中・遠景としての見え方に配慮されたデザインとすること。 
 
３ 通り外観 
 ＊ 宮川が今後の景観整備が望まれる景観創造軸として位置付けられていることを認識し，計画地西

側の宮川に面する部分では，沿岸の修景を意識した囲障と植栽計画が一体的な外観意匠とすること。 
＊ 国道２号に面する南側は，植栽や夜間の照明など，通りに対して積極的に配慮したエントランス

周りやアプローチなどの計画とし，より良い沿道景観の形成に寄与する外観意匠とすること。 


